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あらまし：情報モラル教育では主体的学習態度の形成が重要とされている．主体的学習態度の形成には価

値認識や目標志向性を高める必要があることから，学習者が自ら学習を分析し目標を設定することが有

用と考えられる．本研究では，知識と行動の不一致を学習者に自覚させる情報モラル教育プログラムに基

づいて実施された大学初年次生対象の授業を対象として，授業に関するレポート内容を情報モラルに対

する主体的な学習態度形成の観点から分析した．
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1. はじめに
情報技術の急速な進展に伴い，一人ひとりの情報

モラルの成熟が求められている．情報モラルとは，

“情報社会で適正な活動を行うための基になる考え

方と態度”と定義され，その学習においては，情報

モラルに反する行動の危険性や他者に及ぼす影響を

理解することが求められる．先行研究（1）では，情報

モラルにおける適切な知識を有していたとしても，

その知識とは異なる行動をとってしまうことへの認

識促進をとり入れた教育プログラムが提案されてい

る．その教育プログラムは，大学初年次向けの講義

の一部で実施され，情報モラル学習への動機付けが

高まる可能性が報告されている．

また情報モラル教育においては，主体的学習態度

の形成が特に重要とされ（1），学習者の目標志向性や

学習内容に対する価値認識を高めていく必要がある
（2）．そのため，情報技術を実際に活用する場面で適

正な活動を求められるような学習内容に対して，学

習者自身がその課題を分析し目標を設定していくこ

とが有用と考えられる．本研究では，先行研究（3）の

教育プログラムに基づいて実施された授業で課した

レポートの内容を，価値認識の観点から分析するこ

とによって，情報モラルに対する主体的な学習態度

の形成要因について検討した．

2. 教育プログラムの概要
情報モラルに関する教育プログラムは，2018 年春

学期に開講された大学初年次生対象の「情報処理」

の一部（前半７回）で実施された．具体的には表 1
に示した通り，情報モラルについての考え方ととも

に，HTML と CSS，Web コンテンツと著作権につい

て情報技術を活用する場面も想定しながら，新聞報

道，公的機関による発表，動画コンテンツ等を適宜

用いて事例提示が行われた（2，3，6，7 回目）． 
教育プログラムでは，先行研究（1）と同様に，情報

モラルに関する知識意図課題を実施した(1 回目)．

この課題は，情報モラル行動が求められる様々な状

況において，適切な知識を有していても自身が必ず

しもその通りに行動しない現象（知識と行動の不一

致）を学習者に気付かせることを意図している．知

識意図課題を実施した翌週（2回目）に，回答結果か

ら作成した知識と行動意図の不一致を表すグラフが

授業内で提示した．そして，行動意図に影響を及ぼ

すとされる 3 要因（態度，制御感，主観的規範）に

ついて事例とともに説明した．

7 回目の授業が終了した後，前半 7 回の授業を受

けている中で考えたことや感じたことを記述するレ

表 1 情報モラル教育プログラムと授業内容 

授業内容 
情報モラル 

教育プログラム 

1 イントロダクション  知識意図課題

2 情報モラルとセキュ

リティ

 回答結果の説明

 事例提示

3 文書とスタイル  事例提示

4 HTMLの基礎 

5 CSS によるスタイル

指定(1) 

6 CSS によるスタイル

指定(2) 
 事例提示

7 ウェブコンテンツと

著作権

 事例提示

 レポート課題

 価値判断課題
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ポート課題（1000 字程度）を求め，あわせて授業内

容に対する学習者の価値認識の程度を把握するため

に，興味価値，利用価値，公的獲得価値など 30 問か

らなる課題価値尺度（4）を用いた価値判断課題を実施

した．なお，本教育プログラムにおいて回答を求め

たこれらの課題は，学習者個人の PC やモバイル端

末から履修登録者のみ回答可能なアンケートシステ

ムを用いて行われた．

3. 結果の分析と考察
対象授業を履修した 1 年生は 502 名であったが，

課題内で未回答の問があった等の理由により 161 名

を分析の対象外とし，計 341 名の回答を検討対象と

した．そのうち，価値判断課題（7 件法）の結果か

ら，授業内容の価値を認識した上位群（平均評定値

5 以上）88 名と，認識しなかった下位群（平均評定

値 3 以下）53 名について比較検討を行った． 
授業内容の中で，どのような情報モラルについて

の学びが行われたかを確認するために，レポート課

題の記述において，本研究が着目する語彙である「情

報モラル」「行動」に関連付けられた語彙を，KH coder
を用いて共起ネットワークとして抽出した．

上位群の共起ネットワーク（最小スパンニング表

示）を図 1 に示す．情報モラル行動に関わる具体的

な語彙として「パスワード」「著作権」「侵害」「パス

ワードの使いまわし」「インターネット」が共起して

いることがわかる．これらの語彙は不正ログイン対

策やパスワードの設定と管理に関わるものである．

授業内では，インターネットサービスの不正ログイ

ン対策に関する映像教材の提示（2 回目），総務省が

発表している ID/パスワードの設定と管理の在り方

に関するホームページの紹介（3 回目）で取り上げ

られた事例に関わるものである．また，著作権に関

しては，学習者と関連の深い著作物公開に関わる例

（ブログ，YouTube，インスタグラム等）や，著作権

侵害で有罪となったカラオケ動画の投稿禁止判決が

紹介されていた（6,7 回目）． 一方，下位群の共起ネ

ットワークでは，上述の上位群のように，事例に関

わる語彙は確認されなかった．また，標的型攻撃メ

ールやフィッシングメールなどの（3 回目）関する

語彙は上位群・下位群いずれにおいても抽出されな

かった．

 次に，授業の中で情報モラル行動に関わる事例と

して紹介した，パスワードの使いまわし（以下，パ

スワード），著作権侵害（以下，著作権），標的型攻

撃メール（以下，メール）がどの程度取り上げたら

れているかを検討した．上位群では，パスワードが

62 名（70%），著作権が 65 名（74%），メールが 21
名（24％）であった．また，下位群ではパスワード

が 35 名（66％），著作権が 38 名（72％），メールが

9 名（17％）であった．さらに，授業内容をどのよう

にとらえてこれらの用語が用いられていたかを検討

するために，記述内容を学習者自身の経験と結び付

けた「経験」，学習者の知っている事件や判例と結び

付けた「事例・判例」，また，以上 2 点の内容がみら

れず，授業での学習内容をそのまま記述しているも

のを「事実・理解」として，分類した．上位群にお

いてパスワード，著作権に関して記述があった記述

のうち，「経験」に分類されたものが，それぞれ 84％，

58％であり，いずれも下位群より高かった．下位群

においてパスワード，著作権に関して記述されたの

うち，「事実・理解」に分類されたものがそれぞれ，

26％，42％であり，いずれも上位群より高かった．

メールに関する記述のうち，「事実理解」に分類され

た記述が，上位群で 57％，下位群 67％と，両群とも

に多かった．これについては，標的型攻撃メールに

関する映像教材は，企業でのメールを用いた業務を

事例とした扱ったもので，大学初年次生にとって身

近に感じにくい内容であったことが影響していると

考えられる．

以上の検討結果から，履修者が学習内容に対する

価値認識と目標志向性を高められるように，現状の

情報モラル教育プログラムをさらに発展させていく

ための基礎的な知見として活用可能と考えられる．
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図１ 上位群で「情報モラル」「行動」

と共起した語彙
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